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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

対象鳥獣 ｲﾉｼｼ･ｻﾙ･ｶﾗｽ･ｱﾗｲｸﾞﾏ･ﾀﾇｷ･ﾊｸﾋﾞｼﾝ･ｼｶ

計画期間 令和５年度～令和７年度

対象地域 徳島県 板野町全域

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和３年度）

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害数値

被害面積 20a
イノシシ 水稲

被害金額 181千円

被害面積 2a
サ ル 果樹

被害金額 186千円

（２）被害の傾向

①イノシシ

イノシシによる被害は､5～11月にかけ、主に水稲への食害が発生してい

る。また、近年においては住宅地への出没も確認されており、住宅の庭･

家庭菜園等の掘り起こしの他、自動車への衝突など、生活環境被害が発生

している。

②サル

主に大坂地区・川端地区において目撃情報があり、果樹被害も報告され

ている｡

③カラス・アライグマ・タヌキ・ハクビシン・シカ

現状での被害報告はないが､少数の捕獲実績があり､今後の被害拡大が懸

念される｡

（３）被害の軽減目標

指標 現状値（令和３年度） 目標値（令和７年度）

イノシシ 20a 181千円 18a 170千円

サ ル 2a 186千円 2a 170千円

（４）従来講じてきた被害防止対策

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等 猟友会に委託し、銃器、捕獲 高齢化等による捕獲従事者が減

に関す 檻による捕獲等を行っている｡ 少しているため担い手の確保が

る取組 ※H27にはサル用大型捕獲檻を 必要｡

設置している。



防護柵 平成23年度から令和４年度ま 未整備地区もあることから、事

の設置 での12年間で合計約３０kmの 業規模を縮小しながらも、板野

等に関 防護柵を整備した。 町単独で防護柵を整備すること

する取 ※H23-H25は補助事業で整備 も必要と思われる。

組 H26以降は町単独で実施

生息環 なし なし

境管理

その他

の取組

（５）今後の取組方針

令和3年度の被害面積：22a 被害金額：367千円であり､被害防止計画を

策定するにあたり、被害軽減目標を令和3年度と比較し、イノシシ・サル

とも約8%減とする。

被害額の把握や防護柵の未整備地区の問題もあるため、引き続き、猟友

会により捕獲をするとともに、防護柵の整備をすすめていきたい。



３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

団体捕獲：中板猟友会(板野班)と委託契約を結び有害鳥獣捕

中板猟友会 獲等を実施する。

個人捕獲：適任者がいる場合は、個人と委託契約を結び有害

鳥獣捕獲等を実施する。

（２）その他捕獲に関する取組

年度 対象鳥獣 取組内容

イノシシ・サル・カラス 板野町有害鳥獣対策協議会と連

令和５年度 ・アライグマ・タヌキ・ 携し、捕獲率の向上に努める。

ハクビシン・シカ

イノシシ・サル・カラス 板野町有害鳥獣対策協議会と連

令和６年度 ・アライグマ・タヌキ・ 携し、捕獲率の向上に努める

ハクビシン・シカ

イノシシ・サル・カラス 板野町有害鳥獣対策協議会と連

令和７年度 ・アライグマ・タヌキ・ 携し、捕獲率の向上に努める

ハクビシン・シカ

（３）対象鳥獣の捕獲計画

捕獲計画数等の設定の考え方

過去の捕獲実績を基に、板野町有害鳥獣対策協議会と協議し決定する｡

対象鳥獣 捕獲計画数等

令和５年度 令和６年度 令和７年度

イノシシ ２００ ２００ ２００

サ ル １０ １０ １０

カ ラ ス １００ １００ １００

捕獲等の取組内容

（イノシシ）集落周辺に出没する個体を重点的に捕獲するため､捕獲檻を

使用した駆除を実施する。あわせて､銃猟捕獲とくくりわな

による捕獲を実施する。

（サ ル）川端地区においては、大型捕獲檻による捕獲を実施する。

山間部において猟銃での捕獲とともに､空砲での追い払い｡

（カ ラ ス）山間部において猟銃での捕獲｡

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

必要性なし

（４）許可権限委譲事項

対象地域 対象鳥獣

該当なし －



４．防護柵の設置等に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

対象鳥獣 整備内容

令和５年度 令和６年度 令和７年度

イノシシ 防護柵 1,500m 防護柵 1,500m 防護柵 1,500m

サ ル

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組

対象鳥獣 取組内容

令和５年度 令和６年度 令和７年度

イノシシ 地元管理 地元管理 地元管理

サ ル

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項

年度 対象鳥獣 取組内容

予定なし

６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

関係機関等の名称 役割

板野町 捕獲・追い払い・住民や学校への周知

猟友会 捕獲・追い払い

警察署 捕獲・追い払いの協力

徳島県 被害防止対策に関する助言 等

(東部農林水産局)

（鳴門藍住農業支援センター）

（２）緊急時の連絡体制

板野町 猟友会

徳島県 警察署

(東部農林水産局)

（鳴門藍住農業支援センター)

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

捕獲した対象鳥獣は､自己消費又は埋設等により処理する。



８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有

効な利用に関する事項

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法

食品 現状：該当なし 目標：－

ペットフード 現状：該当なし 目標：－

皮革 現状：該当なし 目標：－

その他 現状：該当なし 目標：－

（２）処理加工施設の取組

該当なし

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組

該当なし

９．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

協議会の名称 板野町有害鳥獣対策協議会

構成機関の名称 役割

ＪＡ板野郡 鳥獣による農業被害に関する情報提供

中板猟友会 有害鳥獣捕獲･個体数調整の実施

徳島県鳥獣保護管理員 鳥獣の保護に関する業務

徳島県東部農林水産局 被害防止対策に関する指導･助言

鳴門藍住農業支援ｾﾝﾀｰ 被害防止対策に関する指導･助言

各地区実行組長 有害鳥獣捕獲に関する地域との連絡･調整

土地改良区･水利組合 有害鳥獣捕獲に関する地域との連絡･調整

森林組合 鳥獣による森林被害に関する情報提供

板野町議会議員 被害防止対策に関する指導･助言

板野町 事務局､協議会に関する連絡･調整

（２）関係機関に関する事項

関係機関の名称 役割

該当なし －

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

板野町職員(町長が任命した職員)で鳥獣被害対策実施隊を結成し､捕獲

や防護柵の設置のほか､町内の被害対策への取り組みを行う｡

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

該当なし

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

近隣市町村・他協議会と情報交換を図りながら連携を図る。


